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研究成果の概要（和文）：第一に，1億を越えるニュース記事を解析した．各企業についてニュース数と株価変動の揺
らぎは同じ性質を持つことを見出した．ニュース記事の新規性と話題性を測る指標を提案した．第二に，米国の住宅デ
ータを分析した．住宅価格分布はしばしば正規分布から逸脱する．この逸脱は住宅バブルの規模を測る統計値として使
える．第三に，企業間取引ネットワークの構造と時間変化について調査した．リンクの張り替えは稀であり，ネットワ
ーク上での距離が近い２つの企業は，成長率に相関があることを見出した．第四に，価格比較サイトにおける店舗の値
付と消費者の購買行動に関する確率モデルを作った．このモデルは，値崩れ現象を再現する．

研究成果の概要（英文）：First, we analyzed over 100 million news articles. The flow of information 
through company news plays an important role in price dynamics in stock markets. We proposed indicators 
to measure the degree to which a particular news article is novel and attracts attention from investors. 
Second, we analyzed the U.S. house price data to detect housing bubble. The tail of the house price 
distribution often deviates from the normal distribution. The deviation from the normal distribution can 
be regarded as a statistic to measure the size of a housing bubble. Third, we investigated the structure 
and evolution of a customer-supplier network. Link switching is relatively rare. Firm growth rates tend 
to be more highly correlated the closer two firms are to each other in the network. Fourth, we made a 
stochastic model for order book dynamics in online product markets, where product prices basically follow 
a random walk, but sometimes exhibit a sharp decline like cascade.

研究分野： 経済物理学

キーワード： ビッグデータ　複雑ネットワーク　データサイエンス　ウェブサイエンス　電子商取引
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１．研究開始当初の背景 
（１）ブーム期には全ての財の人気（や値段, 
売上）が上がるのではなく，特定の財に過度
に人気が集中して大きな格差がで発生する．
この格差は，しばしば「べき分布」と呼ばれ
る分布関数に従っていることが知られてい
る．このべき分布は，中心極限定理が成り立
たないために，従来の正規分布を仮定する統
計解析が一切使えないという非常に困った
性質を持っている．このような場合の統計解
析では，直接，分布を観測することを行うが，
この場合には大量な実証データが必要であ
る．しかし，ブームは稀な現象であるために，
通常の統計解析が使えないこともあいまっ
て，これまでブーム現象の実証研究はほぼ手
付かずの状況であった．研究代表者は，これ
を打破するために 10 年に渡ってデータベン
ダーとの交渉や Web のクローリングを行い，
20 テラバイト級の様々なブーム現象の実証
データを準備した． 
 
（２）物理現象におけるこれまでの知見から，
ブーム期における財の人気（や値段, 売上）
の格差は，各事象における経済主体間の強い
相互作用が原因であると推測されている．こ
の経済主体間の強い相互作用を明らかにす
ることにより，ブーム現象が発生消滅するメ
カニズムを解明することができる．ブームと
いう社会の非常時における社会科学「ブーム
学」を確立させることは，ブーム期における
過度な買い占め行動や過度な価格競争を解
消させる政策提言に応用でき，また，ブーム
現象のメカニズムから構築されたモデルは
将来を予測し，ブーム崩壊のリスクに備える
ために役立つことが期待される． 
 
２．研究の目的 
研究代表者がこれまでに集めたブーム事象
のビッグデータから，様々な「ブーム」の発
生と消滅現象に共通する経済主体間の創発
メカニズムを解明し，さらにブームという非
常時における社会科学「ブーム学」を構築す
るための研究基盤を確立する．具体的な研究
の目的は４つ．第一に，ニュース等の情報が
引き起こす金融市場のブーム発生メカニズ
ムの解明，第二に，不動産や地価ブームを引
き起こす地域間相互作用の解明，第三に，産
業界のブームを引き起こす企業間のつなが
りの解明，第四に，ブーム期における過当競
争の解消メソッドの構築である． 
 
３．研究の方法 
（１）ニュース，不動産，企業財務，家電商
品の価格に関するビッグデータから自然言
語処理と統計解析により，これらに関するブ
ーム現象について固有の統計性の抽出をお
こなう． 
 
（２）（１）の研究の方法によって明らかに
したブーム現象に固有の統計的な特徴を生

み出すメカニズムを，ビッグデータから実証
的に解明する． 
 
（３）（２）の研究の方法によって明らかに
されたブーム現象を生み出すメカニズムが
どのような経済主体間の相互作用により形
成されるのか，その形成過程を明らかにする． 
 
（４）ブーム現象をシミュレートするモデル
を構築することによって，（３）の研究の方
法によって明らかにしたブーム現象を引き
起こす経済主体間の相互作用を制御する方
法を探り，過当な競争・値崩れ・高騰などブ
ーム現象の弊害を防ぐ方法を提案する． 
 
４．研究成果 
（１）ニュース等の情報が引き起こす金融市
場のブーム発生メカニズムの解明について
次の成果が得られた．自然言語処理の手法の
１つであるLDAを用いてニュースをカテゴリ
に分類することにより，金融市場が反応しや
すいニュースカテゴリを特定した．資産価格
に関する外生的なショックが発生したとき
の市場参加者のインパルス応答を分析した．
応答関数は外生的ショックの新規性と話題
性を変数に持つ関数であることが明らかに
なった．本成果は，資産価格に関する外生的
な変動リスクの算定に役立つ．開発したニュ
ースの新規性と話題性を測る指標を用いて，
上場企業に関連するニュースの新規性と話
題性の高さによって，その企業の株価変動が
線形に反応することを見出した．英語ニュー
ス 915 万記事を用いて，ある株式市場に関連
するニュース記事数の変動と，その翌週のそ
の市場の株価指数の変動に正の相関がある
ことを，記事数にもとづく株式売買モデルを
バックテストすることにより明らかにした．
特に，企業の業績と密接に関係するビジネス
セクターの記事数の変動には，株式市場は顕
著に反応することを見出した． 
 
（２）不動産や地価ブームを引き起こす地域
間相互作用の解明について次の成果が得ら
れた．米国における不動産価格の空間的なバ
ラツキに着目し，物件の差し押さえ率が将来
高くなる地域では，不動産価格の空間的なバ
ラツキが大きいことを見つけた．これにより，
地域毎のバブルの度合いを測ることが可能
になった．ブームが発生した地域では空間的
な価格の相互作用が，市場参加者が近視眼的
になることにより小さくなることを見出し
た．相関が有意に働く空間的な距離によって
ブームの度合いを測ることができ，不動産ブ
ームのナウ・キャストが可能になった．人口
の集積と過疎化に働く力について調査をお
こなった．各１km 四方あたり 55 人を境に集
積と過疎化が切り替わることが明らかにな
った．商業地における地価ブームについての
研究の基盤を構築するために，全世界 16000
都市について求人数の時間的な揺らぎを調



査した．求人数の揺らぎは各都市で共通のシ
ョックを持つポアソン過程で記述可能なこ
とが明らかになった． 
 
（３）産業界のブームを引き起こす企業間の
つながりの解明について次の成果が得られ
た．企業成長を，「社会全体の要因」と「個
別企業の要因」と「取引先などの関連企業か
らの要因」に分離することに成功した．これ
により，企業間のつながりを利用した経済政
策が有効であることを見出した．企業のイン
プットとアウトプットのメカニズムに注目
し，大企業の基本的な生産関数がコブ・ダグ
ラス型に従うことを実証的，理論解析的に明
らかにした．企業間の相互作用を解明するた
めに企業間取引ネットワークの変遷につい
て調査した．企業間取引ネットワークは非常
に固定的であり，１年で約７%しか取引先を
変化させていないことが明らかになった．つ
まり，ある企業で起きた個別ショックがネッ
トワークを伝わり他企業に波及しやすい環
境になっている．これまで，経済全体に影響
を与えるマクロショックが企業間の業績変
動の同期を生み出す主要因であると考えら
れてきたが，３取引先（取引先の取引先の取
引先，日本の全企業 100 万社の１%以上）の
範囲までは，個別ショックの波及が同期の主
要因になっていることが明らかになった．よ
って，大企業の倒産の他企業への余波は十分
に警戒しなければいけない．次に，大企業に
至る企業成長のダイナミクスについて調査
した．これまで，企業成長はランダム乗算過
程に従っていると考えられてきた．しかし，
この過程では，小さなベンチャー企業が大企
業に成長するまでに数十年間を要してしま
い，現実と乖離している．これまでに大企業
に成長した多くの企業は，ランダム乗算過程
以上の，べき関数に従う急激な成長を共通し
て経験していることが明らかになった．グロ
ーバルな企業間取引ネットワークのコミュ
ニティ構造を明らかにした．これによりある
国のある主要な企業で発生した経済ショッ
クは，他業種の国内企業よりも，同業種の他
国の企業に広がることが分かった．また，企
業の倒産確率と企業年齢や成長関数の平均
的な関係を調査し，約 10 年未満の若い企業
では，倒産確率は年齢に依存するが成長は急
激な成長を示すべき関数に，一方，約 10 年
以上の企業では倒産確率は年齢に依存しな
いが成長率は一定の指数関数に従っている
ことを明らかにした． 
 
（４）ブーム期における過当競争の解消メソ
ッドの構築について次の成果が得られた．こ
れからさらなる増加が見込めるインターネ
ット市場における，消費者の購入店舗の選択
行動と店舗の値付け行動の特徴を調査した．
消費者の店舗に対する好みは多岐にわたり，
最安値の1.5倍程度の売価の店舗でもしばし
ば購買が発生する．また，そのような消費者

の数に比例して，そのような価格を提示する
店舗が複数存在する．これらの特徴の発見は，
家電市場の価格変動をシミュレートするモ
デルの構築に役立つ．そのモデルは，価格安
定化のための市場のルール作りに活躍する
ことが期待できる．家電オンライン市場にお
ける価格変動の統計的な特徴を生み出す，消
費者の店舗に対する選好と，店舗間の競争の
主な特徴を明らかにした．それらの特徴を持
つ消費者エージェントと店舗エージェント
で構成されるオンライン市場モデルを，金融
市場でよく使われるオーダーブックモデル
を応用し導入した．このモデルはオンライン
市場の価格変動をシミュレートできるため，
価格安定化のための市場のルール作りに利
用できる． 
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